
e-wasteおよびELV解体処理施設の近代化

そして有害物質を含有する廃棄物の適切

な管理･処理に関する法規制の整備が急務

ベトナムのe-waste・ELV解体処理場における代替ハロゲン系難燃剤汚染
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電気・電子機器廃棄物 (e-waste)・使用済み自動車 (ELV)

図４.  前処理・化学分析のフロー
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図５. 本研究で測定対象としたハロゲン系難燃剤 (HFRs)
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●サンプル採取

▸ 2019年にベトナムのe-waste解体処理場 (n = 3)
およびELV解体処理場 (n = 4)からダストを採取

●ダストから検出されたHFRsの残留濃度

●ダスト中HFRs濃度の残留プロファイル

‣ 電線・ケーブルの絶縁被膜に使用されるデクロラン化合物 (DPs)に比べ、電子基板の樹脂等に添加されるPBDEsや代替HFRsが高濃度で検出

図２. ベトナムのe-wasteとELV解体処理場で採取されたダストのHFRs濃度プロファイル

‣ ダストから検出された総HFRs濃度は、ELV解体処理場 (2,200-8,300 ng/g dw) に比べe-waste解体処理場 (370,000-800,000 ng/g dw) で高値

‣ PBDEsとその代替物質であるDBDPEの汚染レベルが卓越

● e-waste・ELV解体処理場のダスト中HFRs

→ 作業従事者に対する曝露影響が危惧
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ベトナムのe-waste・ELV解体処理場から採取したダストに残留する
HFRsのスクリーニング分析を実施し、代替HFRsの汚染実態を解明

‣ 中古の電気・電子機器や自動車が先進国からベトナム等の途上国へ輸出 1)

‣ e-waste解体処理場の周辺環境からハロゲン系難燃剤 (HFRs)が検出 2, 3)

‣ 不適切なe-waste・ELV処理にともなうHFRs汚染の進行が懸念 4, 5)

‣ 代替HFRsによる汚染実態は不明
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‣ PBDEsに加え多様な代替HFRsが検出

‣ HFRsの総濃度はELV解体処理場に比べ2桁高値

‣ PBDEsおよび代替HFRsによる複合汚染が深刻

→ 中古の電気･電子機器や自動車とともに越境移動

→ 不適切なリサイクル処理によるHFRsの環境排出

● e-waste解体処理場ダストの汚染実態

‣ 一般環境では検出例の乏しい代替HFRsが高濃度で残留

→ e-wasteおよびELVの解体にともない代替HFRsが作業環境中に放出 (特にe-waste解体処理場で顕著)

→ 不適切なリサイクル処理で排出された特定の難燃プラスチック粒子が作業環境中のHFRs汚染に寄与

研究の背景と目的 結論

結果と考察

試料と方法 参考文献
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● GC-MS/MSの測定条件

‣ 測定モード：多重反応モニタリング (MRM)

‣ イオン化法：電子イオン化 (EI) 法

‣ 分析カラム：DB-5HT (15 m×0.25 mm×0.1 μm)

図３. e-waste・ELV解体処理場の作業環境

図１. e-waste・ELVの越境移動および不適切なリサイクル処理

図６.  ダスト試料と測定機器 (GC-MS/MS)
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